門脇重綾と和歌――その長歌の表現の特質―― by 渡辺, 健
はーじめに
・
しげあや
門脇重綾（文政九年(-八二六）1明治五年(-八七二））
は、
幕末•明治維新期の鳥取の国学者・神祇官僚であ
る。
狐綾は江戸
0" 
時代の終わり頃、
伯者国会見郡渡村（現烏取県境港市渡町）の
日
4
さ
9
御焙神社 神官の家に生まれ、
国学と神道を修め、
和歌にも秀で
ていた。
その後、
鳥取溜に召し出されて活躍し、
明治維新後は新
政府に仕え、
教部大丞にまで至る。優れた紀行文の『西遊紀事」
かくえん
ゃ、
没後に刊行された
E緩園集
j
という家集があるが、
一般には
ほとんど知られていない が現状である
。
従来、重綾の生涯とその事組については、夙に「因伯紀要」（明
治四十年）や「烏取県郷土史」（昭和七年） 取り上げられ、
そ
の後の「境港市史
j
（昭和六0年）などでも、
その国学者・官僚
として果たした役割が強調さ きた。近年でも、
明治新政府で
の神道政策に果たした役割に注目し 論稿があり、
重綾らが神祇
官改革による祭政一致、
天皇親祭体制を構想していた班実が明
ら
^1) 
かにされている。
門脇重綾と和歌
ー そ の 長 歌 の 表 現 の 特 質
I
一方で、「砥綾歌道を以て門戸を張る者に非ずと雖も其の歌雄
宕剛勁にして古穆深純最も長歌に長ず。縦横旨臆を行る。明治初年大苔会の挙行に際し重綾、
飯田年平、
八田知紀、
福羽美静と共
に特に択ばれて御歌掛りとなれり。
共の全国歌祖に於ける地位の《2)
如何 須かりしかは察知するに足る
J
といったように、
重綾が和
歌、
特に長歌に優れ、
明治天旦の大窃祭において主基方の和歌を
詠んだことなど、
歌人としての実組も必ず言及されてきた。
しか
し、
幕末＇明治初期の他の多くの歌人がそうであるよ
うに、
門脇
重綾もその詠歌や資科の紹介がなされる機会が非常に少なく、
そ
の詠歌の特質や 風の内実についても従来注意が払わ てこ
か
-3} 
った が実情であるといってよい。
私事ながら、
栢者は近時、
境港歴史楽会から「蛾園集」の翻刻
作業への協力を依穎され、
代表の方と準備を進め、
先般刊行する
ことができた。
その作業の中で見えてきた、
門脇重綾の事蹟と和
歌との関わり、
また「蛾園集」という家集の性格については別栢
で報告する予定であるが、
本稿では、
そこで触れることができな
渡
辺
健
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かった璽綾の和歌の特徴をなす長歌の表現の特質につい
て、
若干
の私見を申し述べることとしたい。
二「蟻園集」の長歌について
門脇重綾の家集「煙園集」は総歌数ニニニ首であり、春（五九
首）・夏（八首）•秋(110首）・冬（六首）．恋（七首）・雑（五
.0
首）•長歌（反歌を含む。
六七首
）に
部立され、巻末に拾遺歌（五
首）を収め
る。拾遺歌には長歌が一首含まれるため、「護園集
j
には長歌
が六八首収められていることになり、
これは総歌数の三
分の一に近い。
またこれを本文の分最で見るな
らば、『矮固集」
全四九丁のうち二五丁と、
ほぼ半分を長歌が占めていることにな
り、
個人家集としてはかなり異色であるということができる。
「棧固楳」は孤綾没後の他撰家染であり、
死後に息子の重雄が
父の詠歌を整理・編集して出版したものである
ため、
そこに重綾
の意志はほとんど加わっていな と想像され
る。
しかし、「媛園
集」に収録されていない煎綾 詠歌
見ても、
その多くは長歌で
あることから、
もともと長歌を好んで詠む歌人であったのだろう
ことは認められる。
ここで、
家集に占める長歌の割合を、
狐綾と同門の柿園派周辺
(6) 
の歌人と比較してみ
ると、
孤綾
の和歌の師であり柿固派を興した
加納甜平の家集百柿園詠草』は歌数――一七首のう
ち、
長歌（反
歌を含む）は四二首。
皿綬が初め国学と和歌を学んだ叛田秀雄の
家集『樟斎集」は歌数四二五首
で、
長歌はない。秀
雄の息子で、
韮綾とは公私にわたって親
交のあった飯田年平の家集『石園集」
は歌数八一二六首で、
長歌（反歌を含む）は三0首。年平同様、
煎
綾と親交のあった小谷古蔭の家集
I六杉園集
j
は歌数三一九首で、
長歌
（反歌を含む）は一八首。
飯田秀雄を除き、
いずれも長歌の
割合は一割にも満たず、
皿綾の「殷園集
j
に占める長歌の存在の
大きさがうかがわれる。
飯田年平の柑いた『蛾園集」序文に
は、「つね長歌をこのみて、
家に旅にあまたよみ出でたるが、
短歌よりはや、まさりざまにな
む見えたりける。」とあ
り、
当時の歌人たちの間にも、
煎綾が長
歌に優れた
歌人として
認識されていたことがうかがわれる。「境
港市史」にも、「和歌、
特に長歌に秀で、
格製高い長歌は当時の
第一人者であった」とされている。そこで本稿では以下、
門脇煎
綾の和歌の真骨頂をなす長歌につ て、
その特色が那辺にあるの
かを考察していく。
その際、
憂国の情、
自然、
歴史、
人情を詠ん
だものと、
テーマ毎にその詠歌の表現の特徴と内実を見ていくこ
とにしたい。
三憂
国の情を詠んだ長歌
「原本
門脇瓜綾事歴」に、「少クシテ国典ヲ講究シ腺王憂国ノ
志最モ深シ。孤綾又和歌に長ジ事に当ッテ碗王憂国ノ意ヲ述プ。」（傍線梢者）とあるように、
狐綾の和歌には当時盛んであった勤
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相模のやり
正述心緒歌．
ゆるさずたふときた＂建ぴに
補賀の海に
つとめたふべし
風の音の
か
L•]
みづ
こし
艮きや
瑞の真玉のひ
く
逆捲く如く
引汐の
あやしきまでに
(7) 
王愛国、倒甜揺夷を歌ったものが幾つか見られる。次の「正述心緒歌」は、「万薬集
j
では直接に恋の思いを詠む歌という意味の
用語であるが 砥綾は（恋に関係なく）自分の真率な思いを詠む歌の意味 使っており、都末の不穏な世情を背景に苺王憂国
の真
情を っている。
①
ゃ弥船たけ
ll"ll
とば
青波に
焔を飛し
心砕けて
ころぴたれこそ
か
ら
加覇船寄すと
大空に
見る人の
心おどろき
h-か
いゆき向ひて
涯をみたし
.』と
きく人の
言も絶えつ、
潮さゐに
竹芝の
い（さ軍
②防_
ふな
磯もとゆすり
直はてに
船はてすれば
勇みたる
の伴は
おれ夷
取てはふらん
火車も
椛き棄むと
憤ほ
麿立ちて酎彰粗争ひくれど③叫ブ劇の
ももらぢ
④
_
百千々に
紐鏡
あぢきなき
緊
か
を
慰
鰤
ぴけん
ヽ っ ち
も
のどけからんと
た
U
↑
何の狂わざ
うな
“^ 
栂多の淡は
夷には
あひてむつびて
大海も
⑥ 
がけり
うきゆひすらん
かり
しか然ぞ
つら
ひた地なして
勝さぴに
いにしへは
⑦た＜ぷ
す
9
しらさ
か"t
拷袋
新羅の国は
青山を
枯山成すと
雄
後世に
かくしもほこれ
諸や
遠皇祖の
神事は
ゆ、しかし
らは
いさを
玉幸ふ
功を立て、
みつ潮の
か
U
⑧|
神はかり
うち
きためまし
いさ、めも
と五
百重波
千煎波よする
たがみ
とりしばる太刀の手上はくちぬぺしますらをの子の隈く涙
に
（蛾園集·一九九、二00)
（参考
）
②神代より
＿―-津の浜辺
に
①大船を荒海に漕ぎ出でや船たけ（八船多気）我が見し児ら
が
L
る
まみは箸しも（万葉集・巻七．―二六六
）
言ひ伝て来らく
そらみつ
ただ"直泊て（多太泊）に
③ぬばたまの
葉集・巻五・八九四
）
みIt
し
黒き御衣を
⑤天照らす
はり
大和の国はー大伴のみ
は
御船は泊てむー（万
つぶ
よそ
ま具さに
取り装ひヘ
ふさ
是は適はず
辺つ波（弊都那美
）
見る時
はたたぎも
に
脱き棄て1（古事記・上・歌謡
ひt
かがみ
＂
と
か
④紐鏡能登香の山の誰が故か君来ませるに紐解かず寝む（万
葉集・巻十一・ニ四二
四）
神の御代より
安の川
中に陥てて
ヘ
その上ゆも
しな
沖つ鳥
胸
向かひ立ち
い行き渡らし
そ
ー橋だにも
渡してあらば
うながけり（宇奈我既里）居てー（万葉集・巻十
八・携
四―
二
五）
99999999999, 
⑥如此歌ひて、即ちうきゆひ（宇伎由比）為て、うながけりて、
． 
今に至るまで鎮まり坐す。（古事記・
上）
l
 |
， 
跡なげかしぞ
うな
消き海ひを
ぁ＂つ
ら
天地の
堅めし国
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, ．
． 
みささ
た（ぷTヱし
ら｀
｀
®拷袋志羅紀の三埼を、
国の余り有りやと見れば、
国の余り
有り（出雲国風土記・意宇郡）うづ●さ
と•2よ
3た
⑧太秦は神とも神と
聞え来る常世の神を打ち懲ます（宇智岐多
麻須）も（日本書紀・巻二十四・旦極天皇三年七月・歌謡）
この長歌は、
内容の上で大きく二つに分けられる。前半は「相
．模
のやーうきゆひすらん」ま
でで、
その内容を以下、
本文に即し
(8i-
つつ節略に紹介すると、
嘉永六年(-八五三）、
米国インド鑑隊
司令長官ペリーが日本の開国を求める大統領の国也を携え、
軍紐
四隻を率いて相州洲賀に来航した。ベリーは江戸での高官との交渉を要求し、
浦賀奉行の説諭にも従わず江戸湾の奥深くまで俣
入
し、
江戸城が大砲の射程に入る竹芝沖で測祗を繰り返した。
砲艦
による攻繋も辞さないという断固たる姿勢に、
軍串力格差を認識
した恭府側は譲歩し、
国帯受領が決断される。ベリーは翌嘉永七
年（了八五四）
に七隻の艦隊で再
び来航して
開国を
嵌しく迫り、
その圧力に抗しかねた都府は国内の反対意見も押し切って日米和親条約を結ぶことにな
る。長歌の前半では、
こうして砲艦外交に
より屈辱的な不平等条約を結ぴ開国 せられたことを「あぢき
な
き何
の狂わざ」と痛汎し慨嘆している
。
うな
後半は、「焼太刀を1清き海ひを」までで、「古事記」「日本柑紀」
に見える神功品后の新羅速征を踏まえて詠まれている。神功皇后は懐妊中の身であ なが
ら神託を受け、
筑紫の対馬から皿勢を整
えて多くの船で出征したが、
その際神助により船団は労せずして
陸続きのように新羅に達することができたという。
また、
新羅王
は天神地祇 佑助を得た日本の軍勢がわが国を滅亡させること
を
恐れ、
戦わずして降伏したという。重綾
は、
遠い天皇家の先祖で
ある神功皇后の事韻を例として挙げながら
天地の神々が堅固に
造りな
した日本は、
古代にはその武威に他国が服従するほど立派
な国であったのに、
現在は列強から侮られ、
戦わずして屈服する
に至った経緯が嘆かわ
しくてな
らない、
という心情を詠んでいる
ものと思われる。
よく知られているように、都府が輿論を顧みずに条約締結をな
すに至ったことは、
天下の有志を慣激させ大いに国是問題が議論
されるようになり、
排外思想とともに愛国‘心の高まりをもたらす
契機と
なった。「正述心緒」の長歌は、
そうした碓末日本の世相
を背景に詠まれた歌と思われ、
当時神官出身の国学者として諏綾
が神国日本という理念の下、
列強から
の圧力·干渉を排して、
天
皇中心に独立した名営ある国家を目指そうとし 慈王援夷思想発揚をうかがい知ることができる。
一方で（参考）に挙げたように、
この長歌を表現面から見ると、
「万薬集」『古事記」『日本書紀」等から自在に言薬を使って歌が詠まれていることがわかる。飯田年平の「蛾園集」序文には、「故教部大丞門脇皿綾は、若き頃より学の道に志瞑くして 年経るまにいといたく心をくだき力をつくして、「古事記」「日
本紀」
「万
“
_
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有りと間こしてー（古事記・上・歌謡）
しもつ＂のみかも
なら
④下野一二器の山のこ楢のすまぐはし（麻具波思〉児ろは誰が
笥か持たむ（万莱梨・巻十四・三四
二四）
⑤さすだけの（佐須太気能）大宮人は今もかも人なぶりの
み
好みたるらむ（万薬集・巻十五・三七
五八）
秋の雨が萩の花の上に器の玉となって砒いていて、紫色（赤
紫）
．が簿い所浪い所とまだらになっているのが美しく見える。それは
あたかも「あやはたをり」、中国から渡来した機織り女が、美し＜織り上げた錦のように見える と詠んでいる。瓜綾の長歌では、このように眼前の景をそのまま詠むのではなく、
I万葉集
j
をは
じめとする古典 ら縦横に言葉 引用し、古代世界への憧撒を重ねるように詠まれるものがしばしば見られる
。
五史
実を踏まえて詠まれた長歌
歴史上の人物や事柄を題材に和歌を詠むことは、江戸後期から
{ 13 -
都末にかけて盛行し、類題集「詠史歌集」（長沢伴雄編、嘉永六年(-八五一―-)刊） 『河藻歌集
J
(村上忠顛絹、文久二年(-八
六二）序）等の刊行を見た。この同時代的傾向ともいえる詠史の流行を受けて、門脇重綾も多くの詠史和歌を詠んでおり、「蛾園集」「雑歌」中、歌番号―二01一三八が十九首連続して、平将門・源義家を初めとする歴史上の人物（その多くは鎌倉ー南北朝時
代
（参考
）
しも
の武将）を取り
上げて詠
んでいる。また、『護園集」の長歌は「詠
史」と題する一二首が宝剣や素箋嗚腺の伝承な
どを詠み、その他に
も後醍醐天皇や楠木正成、源義経などを詠んだも
のが見られる。
次の長歌は、重綾が伯者国名和村を訪れた際、忠臣・名和長年の義挙を偲ぴ詠んだものである。
大魚のその上に
日のめもみせず
ぁ＂在た、し
村をほにこがし
天の下
よみづよ
さをは
万代に
と
④甜叫粋
とこしくに i 
ii ,!:,
めしたまひけん
かしこきや
みことのまにま
まつろへる
や さ
t‘
③あ
1
焼と焼つ、
天そ、る
玖日
過ず名和村ノ荒墟認深唸シテ作ル歌①
か
かの
可ヽ呑む海の
荒汐に
み空をひたし
常暗と
成にし時に
名和の浦の
幽如叩酌大王の
9
すらたリを
益荒武男の
仰ぎてまちし
うらぶれて
み船の上の
既におほひて
千代にくちめや
ふきはす'まず
故郷と
しゅ
⑥
かも
いまも
燃らし
さにつらふ
L
か
に然
もこふらく
天槃を
いちはやく
万世に
いでましの
家
ほの
立てしい
山越の風の
U の U
成りしをかべは
焔
千代にしあらん
⑤
 
秋の紅薬の
こがる、色を
いにしへ
みればさぶ
（蛾園集
・一七七）
あり
②
h天伝ふ
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·, 
| 
八）
③ 朝 日 さ し
冬 夏 と
ぁ＂つら
④天地の
方の 人 の 槃の へ の
n 
ゃl"ti
ぐuあひ
9
11やあ＾
① 八 塩 道 の 塩 の 八 百 会 に 坐 す 速 開 つ ひ め と い ふ 神 、
持 ち か か 呑
み （ 可 可
呑 ） て む 。 （ 延 喜 式 ・ 祝 詞 ）
②あらたまの
年は来去りて
玉梓の
使ひの来ねば1松が根
の待
っ こ と 遠 み
天伝ふ（天伝）日の暮 れ ぬ れ ば
白 た
通 り て 溜 れ ぬ （ 万 業 集 ・ 巻 十 三 ・ 三 二
五
我が衣手も
かし
そ が ひ に 見 ゆ る
神 な が ら
ぁ ょ
干 重 を 押 し 別 け
天そそり（安 麻 曾 、 理 ）
別 く こ と も な く ー （ 万 紫 集 ・ 巻 十 七 • 四 0 0 三 ）
初めの時の
大船の
い か さ ま に
恩 ひ 頼 み て
見む（万薬集・巻七．―-三一―-
）
みこと
たかし
⑥
我が大君
神 の 腺 の
症 知 ら す ： ・ さ 雄 鹿
の
霧らふ
し ぐ れ を 疾 み
さ に つ ら ふ （ 狭 丹 頬 歴
）
つ つ i （ 万 薬 集 ・ 巻 六 • - 0 五 一
― - ）
， ー
み名に帯ばせる
高 き 立 山
ひさかたの
天の河原に1天の下
11
（天水）
四
仰ぎて待
つ に
思 ほ し め せ か ー （ 万 葉 集 ・ 巻 ニ ・ 一 六
七 ）
とこ
す＂みさ
⑤天昂の神の宮人と こ ろ づ ら い や 常 し く に （ 常 敷 ホ ） 我 か へ り
妻呼ぶ秋は
も人り黄 薬 散 り
天？
この長歌は、「太平記」巻七で栢られる船上山の戦いの史実
を
踏 ま え て 詠 ま れ て い る 。 倒 都 の 挙 が 失 敗 し 、 正 暦 元 年 （ 元 弘 二 年
·
二 二 三 二 ） 後 酸 醐天皇が隠岐 に 流 さ れ て
から、
世 の 中 は 光 を 失 い
永久に暗間になったような状態であった
が、
翌 正 皮 二 年 （ 元 弘
三 白
年．―
-l
-
三 三 ） 閏 二 月 二 十 三 日 、
後 醍 醜 天 皇 は 阻 岐 を 脱 出 し 伯 誓
国 名 和 の 湊 に 逃 れ た 。 後 醍 醐 の 挙 兵 の 求 め に 応 じ て 、 地 元 の 豪 族
・
名和長年
が天皇を船上山に迎え、
一 族 と 共 に 戦
って隠岐
守 護 ·
佐 々 木 消 高 ら の 追 跡 軍 を 繋 退 し た 。
そ の 際 、
長 年 は 、
敵 に 自 分 達
の軍勢が多く見えるように、
船上山に多くの樅を立て、
たくさん
の松業を焚いて、
山中に大勢の兵が充満しているように見せか
け
たという。
この長歌では、
そ の よ う に 決 死 の 覚 悟 で 戦 い 後 醍 蕨天
良の都への 帰 遥 、
そ し て 建 武 の 新 政 へ の 煎 要 な 階 梯 と な っ た 長
年
の義挙を称え、
その名
声 は 永 遠 に 失 わ れ る こ と は な い と し な が ら
も 、
そ の 後 、
名和氏が滅んだこともあり、
名 和 村 は 今 は す っ か り
寂 れ て い る こ と を 歎 い て い る 。
そして、
今 で は 往 半 を 偲 ば せ る よ
す が も な く 、
船 上 山 を 熊 が す よ う に 色 づ い た 秋 の 紅 葉 の 色 を 見 て
、
かつての船上山の戦のさまを思い出すのみとしている
。
重 綾 は 郷 土 の 忠 臣 ・ 名 和 長 年 の 事 蹟 が 忘 れ ら れ て い る こ と を
追
撼 に 思 い 、
万 延 元 年 ( - 八 六 0 ) 三 五 歳 の 時 そ の 子 孫 を 筑 後 柳 川
に 訪 ね 、
名 和 家 伝 来 の 古 文 世 を 調 査 し て い る 。
翌年には江戸に名
和 氏 の 支 族 増 井 氏 を 訪 ね 、 文 久 二 年 ( - 八 六 二 ） に 成 っ た の が 「
名
和 氏 紀 事 』 で あ る 。 名 和 長 年 勤 皇 の 義 挙 を 顕 彰 し た こ の 書 物 が
藩
主 池 田 吸 徳 の 歓 心 を 買 い 、
狐 綾 は 翌 文 久 三 年 ( - 八 六 三 ） 鳥 取 滞
の 溜 校 国 学 教 授 と し て 登 用 さ れ る こ と に な る の だ が 、
皿 綾 は 同 伯
で後醍醐天皇の阻岐遷幸から始めて元弘の乱における名和氏の
動
向 、
また
一 族 の 焔 趨 な ど を 詳 し く 考 証 し て い る 。
その事踪調査の
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ねさへぞ路は上の
うらや
ましきに
秋風の
おどろかしける
事もみせしめ
人の子の
こ、ろゆく
牲ると明くと
つかふる れば
吾母も
かく そま
＜ぃ
③
さめ
後の悔は
すべなきものと
そこもふに
胸安から
天放る
速き境に
こ、ろのみ
つかふる夢の
かよひ
こと
④
たえずあれども
言とはん
よしもさねなく
人の
寒き此ころ
遠津人
雁が
ず
まで わざを手ぶり
ふくば
びせい
．｀
＂
福羽美静、
此頃故郷の父母をこなたへうつろひすませて、
いとまめやかにつかふるよしを聞きて、
おのれも故郷に
と
じ
おきたる母刀自の事の常にこ：ろにか、れるが、
さらに
おもひ出ら 、ま、に、
独ごとによめる
父まさば
しかぞ仕へん
母しあらば
かくぞせましと
人
皆の
後のくい酋
大方は
かひこそなけれ
かひありて
親おもふ人の
膝のへに
今もつかへて
移り行く
つ＂
①
告もかたらひ
あらたよの
めづらしきねもごろに
世の事叶
経験が、「蛾闘集」の後醍聞天皇や名和長年関述の長歌に影袢し
[U-
ているのは興味深い。
六人
情を詠んだ長歌
「蛾園集
j
の長歌には、
門脇狐綾と家族や親しい人物
との交流
をうかがわせるような作もある。
え行かむとnl
（新世）の
大宮すらを
大和の国は1万代に栄頻めりし
奈良の都を
事にしあれば
大君の
引きのまにま
に春
花の
うつろひ変はり1（万菜集・巻六·10四七）
ぁ2
ざか
0
な
②天離る部に五年住まひつつ都のてぶり（美夜故能提夫利）忘
れらえにけり（万業集・巻五・八八0)
へな
③
かき数ふ
二上山に
神さぴて1越え隔りなば
恋しけく
999999999999 
日の長けむそ
そこ思へば（則許母倍婆）
心し痛し1（万
策集・巻十七•四00六）とり
④鶏が鳴く束をさしてふさへしに行かむと思へどよしもさねな
し（与之母佐祢奈之）（万菜集・巻十八•四
l
＝二
）
胴掛にある福羽美静（天保二年(-八八一）i明治四0年（一
九0七））は、
泄和野藩出身の国学者・官僚で、
明治維新以後は
これみ
藩主亀井荘監を助けて新政府の神紙政策を推進した人物である。明治元年(-八六八）三月、神祇事務局権判事となり、同三年（一八七0)神祇少副に任ぜられ、
当時神祇大祐であった門脇匪綾等
[2-
と共に神祇行政の主流派を形成していた。
この長歌はおそらくその頃詠まれたものと思わ
れ、
福羽美静が
（参考）
①やすみしし
思へ し我が大君の
たかし高敷かす
（蛾園集・一
九五）
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最近郷里の父母を東京に移住させ大切に仕えていることを聞いて、直綾が故 に残した母親を偲ぴ孝行が思いのままにならぬ切ない心情を詠んだ歌である。十三歳で父親を亡くした
重綾は、
母親へ
の愛情が殊に深かったが、
島取浙に仕えるようになってからは掃
郷の暇もなく、
朕応二年(-八六六）正月一日、
在任中の京都か
”ァらり
h
ら母親を思って詠んだ「足千根をいはふこ、ろは都よりけさたっ春にたぐへてぞやる」（護園集・ニ）と
いう歌がある。
維新後も、
新政府 徴用され多忙を極めた痙綾 は
上司の福羽美静が父母
を東京に引き取り孝養を尽 すさまが非常に羨ましく見えたのであろう。
親が亡くなってから、
もっと孝行をしておけば
よかった
というのは世間の人がよ
くいうことであるが、
大体は首っても仕
方のな ことである。
わが母を思い出しても後悔はしたくないも
のだと思うが、
現実には直接母親を訪れて話をする手立てもなく、
この頃の秋風の寒さが身にしみ
る。
思う人からの手紙を携えて飛
来するという雁の嗚く声 開けば
、ま
して母親が偲ばれてならな
い、
という思いを詠んでい
る。
「崚園集」の長歌に
は、
万延元年(-八六0)、
璽綾が母親の六
十賀を祝い老人達を集めて酒宴をしたときの歌
(l
七九歌）があ
り、
また友人の飯田年平が貧乏を嘆いて詠んだ五十首歌に和した
歌(―10三歌） 親しかった宮原絞との
離別を惜しんで詠んだ歌（ニ
0五）などもあって、
人梢に淳＜折に触れて真情を長歌に託して
歌った重綾の姿をよく伝えているように思われる。
七結
びに代えて
これまで門脇狐綾の詠
歌の特質をなす長歌について、
テーマ毎
に取り上げ考
察してきた。
以下、
その結果を簡単にまとめつつ、
稿者なりの展望を示してみたい。第二節で考察したように、
門脇
廊綾は長歌に秀で、
好んで詠むだけでなく、
家集の三分の一の歌
数を長歌が占めるという、
歌人としてはやや特異なあり方を示し
ていた。
このように、
皿綾が
長歌に特に熱心であった理由はどこ
に求められるのだろうか。
第三節の「正述・心緒歌」は怒末の作とみら
れ、
韮綾の尊皇憂国
の興惜が歌われていた。そこでは、
外夷の圧力に抗しかねて開国
し、
屈辱的な不平等条約を結ぶに至った都府の対応に対する伯慨
が吐露され、
一方でわが国は神代以来武を勅ぶ国柄であっ とす
る国体観が示されていた。
重綾にとって長歌は、
こうした尽きぬ
真情や自らの思想を盛る器とし 最適な
ものであったと思しく、
そのためにこそ
長歌と
いう表現形式が選ぴ取られていたように思
われる。
これは、
第四節の「千酌補」の歌も同様で、
自然詠がただ景物
の描写にとどまらず、
後醍淵天皇の隠岐配流のように、
実際にそ
の地にあった史実をも諏ねて諾るところに誼綾の意図があったと
016) 
見られ、
特に忠君愛国の性格の弥い歴史上の人物や事柄への関心
は顕著である。後醍醐天皇関連の長歌と ては
一六八歌が後醍
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閲とその皇女・珀子内親王の悲遥の境涯を叙
し、
二0四歌「正平
碑歌」・ニ0六歌「拝咋後戯醐天皇ー御影→作ル歌」等も後醍醐
天
品を歌って
いふ
。第五節の「秋
1
日過ず名和村ノ荒墟→恨然トシテ作ル
歌
j
は名和長年の船上山の戦いを扱っていたが、
一七八歌「名和
伯者守侃刀歌」も長年を歌っており、
一八三歌は重綾が筑後柳川
で名和長靖（名和氏の末裔）に送った長歌である。
直綾にとって、
．武
によって天皇の政治力の再興を果した後醍醜天皇の建武中典や、
それにいち早く呼応し支えた名和長年の義挙は
長歌に繰り返し
取り上げ、
詳細に語
るに足るモチーフであったと考えられる。詠
史のように叙事的性格の強い歌を詠むには長 はふさわしい形式であり、
孤綾はそこでこそ自らの思いの丈を自由に表現できたの
であろう。
ここで、
狐綾の長歌にはいずれも『万菜集」「古事記」「日本歯
紀
j
などの影響が顕著であった。
これは―つには、
既に述べたよ
うに門脇瓜綾が神職の出身であり、
その使命として当時神典とさ
れた
これらの古典を修めていたために、
その知識を作歌にも傾け
ていたもの
と説明しうる。
ただし、
第四節の「萩如砂錦ノ」や第
六節の「福羽美静、
此頃ー」の歌のように、
ごく身近な飛物を素
材に詠んだ長歌や、
人事について平易に詠んだ長歌にも、
これら
の古典からの詞の摂取が多く見られることを考え合わせるならば、皿綾にとって長歌の表現はかくあるべきと信じられていたことを表すのではないかと思わ る。菰綾はただ単に上代の和歌を理想
としていたのではなく、
まだ中国文化の強い影響を受ける前の古
雅で純正な日本語こそ、
自己の真情を託すにふさわしい言葉であ
ると信じ、
長歌という歌体に万菜語や記紀の言葉を取り込んでい
たもの 考えられるのである。
すでに紙数も尽きており、
本来ならここで門脇重綾の長歌に大
C"-
きな影響を与えたはずの加納諸平の歌論やその長歌作品との関連について言及すべきである
が、
今は
その余裕がない。近世後期か
-19-
ら明治初期に盛んになった長歌創作 機運との関わり、
飯田年平
ら同時期の歌人からの影響など、
考えるべきことは多いが、
すぺ
て今後の課題である。
これ
らに関してはいずれ別稿を用意して改
めて論じることとしたい
注
本稿において、「短固集」の本文は門脇煎仁氏蔵本に拠った。
引用
に際しては読解の便宜を考慮して表記等を私に改める楊合がある。また、「万葉集
j「古事記
j
「日本社紀」の本文の引用は、
新絹日本古典
文学全集本に拠った。(l)武田秀章氏「明治神祇官政策の一前提1門脇重綾『隙道概酋
j
をめぐって」（「神道宗教
j
―九九・ニ00、平成一七年＿0月）。
同氏「維新期天旦祭祀の研究」（大明堂、平成八年ーニ
月）も
参
照
。
(2)「因伯紀要」（烏取県、明治四十年五月。復刻版矢谷印刷所、昭
和五五年ーニ月）。引用は後者により、
濁点や句続点を補い新
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漢字に改めるなどした。
(3)森敬三氏「幕末歌壇の研究J
(楽浪昏院、
昭和一0年二月）•福
井久蔵氏「幕末の歌人」（昭和二0年四月
）には、
加納諾平門
下の烏取の歌人として飯田年平を挙げるが門脇阻綾の名はなく、一昨年刊行された『和歌文学大辞典
J
(古典ライプラリー｀平
成二六年―-l月）には門脇瓜絞は立項されていない。
(4)「門脇頂綾遺稿歌集「蛾園坐ー翻刻ーj（坑港歴史楽会、平成
ニ八年ー一月）
(5)叛田年平による『短園集jの序文に、「こたぴむす子煎雄に、
この巻を板にゑらむとして、下祖を見せ おこせける
を、
かず
／＼撰りさだめてかへしおくる序に、
巻のはしにかく一酋をそ
へる
明治十年十二月」とあり、
門脇重綾の逝去から五年を経
て、
息子の重雄が「護園集
j
の下書を作成し、
飯田年平が選歌
したという家集の成立の経緯が知られる。
(6)以下、
加納諸平「柿園詠草」は新福国歌大観を、
飯田秀雄「椋
斎集j•飯田年平「石園集」は、田中仁氏・岸本党氏紺『加知弥神社飯田家資料積4」（鳥取大学地域学部、平成二六年三月）を、
小谷古蔭「六杉団集」は鳥取媒立図書館蔵明治二四年刊本
を参照した。
(7)『原本
門脇直綾事歴」は門脇韮仁氏蔵。引用に当たって読解
の便宜を考感して語の梢濁を分かち、
句読点節を施した。
同由
にはまた、「腺攘の大義を唱道 専ら諸有志と交
はる」とあり、
瓜絞が久坂玄瑞や真木和泉ら峠且攘夷派の志士達 わりがあったこと 記されている。
(8)ペリー来航から日米和親条約締結に
至る経緯について
は、
主に
以下の論考を参照した。原剛氏「暮末涌防史の研究j第一章「海防政策の変遷」（名若出版、
昭和六三年七月）。井上勝生氏『開
国と称末変革
j
第四章「開国と外交交渉」（講談社、平成ニー
年―二月。
原本は平成一四年）。浅川達夫氏「江戸湾海防史
j
［「開国期の海防体制」（錦正社、平成二二年
i
一月）。
西川武
2 
臣氏「ベリー来航
日本・琉球をゆるがした1日間」（中央公
4 
論社、平成二八年六月）。
(9)門脇頂綾の明治維新前の若作「神
oo
考」に、日本を武回とする
国体観が示されている。同密では、「日本世紀」に見える神功皇后の三韓征伐の件りを挙げ、屈パ夷」から「神国」と恐れられた武威こそわが国 立国の根本であるとし、尚武の気風を神代からのわが国風であると述ぺている。武田秀章氏「門脇瓜綾の『神国考」について」（「明治型徳記念学会紀要』復刊第四0号、平成一六年―二月）を参照。
(10)景山塾は門脇煎綾の生家に近い、
伯を国会見郡中野村にあった
私塾で、
慕末から明治維新期にかけて保山皿造・宮田織部•佐
善元立を初め鳥取務や朝廷•新政府で活躍した志士達を輩出し
•Jo t
(11)注9の「神国名
j
には、
神殿の使命と
その
絹紀を粛正すぺきこ
とが述ぺられるとともに、神職は自らを淘冶するために古典を修めわ 国体のよってきたる所以を学ぶぺきことが弥調されてい
る
。
(12)以下、『太平記
j
の引用は、
長谷川端氏校注・訳新帽日本古典
文学全染五四「太平記①」（小学館、平成
六年一0月）による。
(13)近世後期の詠史和歌の盛行について
は、
中澤伸弘氏「郡末詠史
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和歌の展開と国学の影響（上）（下）」（『因半院雑誌」九七巻四号、平成八年四月、九七巻五号、平成八年五月）。田中仁氏「江戸の長歌ー『万葉集Jの享受と創造
J
(森話社、平成二四年
三月）第二章第四節「詠史・詠物長歌論�島広足と汗木氷章の長歌を例に」等を参照。
(14)門脇庶綾周辺の島取の歌人
には、
名和長年の船上山の戦いを詠
んだ歌が見られる。西蒻5碍碑几拉紐辟苫誌粋註屯％紐
l
＊飯田年乎（「石園染」八―l1八一三）
長者原は名和伯香守殿の跡所にて、元弘のむかし焼き捨てられたる籾の出る所なり。八月ぱかりそこに物してよめる
山の際に
棚引く霧は
煙かも今もたつらし
岡の辺に
照れ
る紅薬は
炎かも
今も燃ゆらし
大君の
みことおひもちて
いそしくも
仕へまつると
ますらをの
おもひはかりて
家村
も倉
もことごと
いちはやく
焼きと焼きけん
そのかみの
秋の田の実は
賤の男が
うつや山田に
こ、だくも
かくぞ残
れる
古に
たてし功を
万代に
しるすとならし
うぺしこそ
ありしただかを
うつそ身に
目にしも見つれ
いざ子ども
わが大君の
御楯とも
つかへまつらむ
物部の
心のたねと
拾ひてゆかな名和の海の磯山も
みぢにほへどもおきてぞ欧く古おもひて
石文のめぐり 畦のはた薄いく代までにかうちなぴくらん
＊足立正声
家倉は火にまかせても白浪に何まかすぺき船の上の山家倉も焦がすほのほにますらをが赤き心は世に知られけり
＊中島宜門
家をさへ煙となして末遠く世にもかがやく君がまことか
(15)阪本是丸氏「明治維新と
国学者」（大
明堂、
平成五年三月）、神
社新報政教研究室編著「増補改訂近代神社神迫史」（神社新報社、平成三年四月）等を参照。
(16)小泉苓三氏が
、森末の志士達の和歌に「現実への批判性が問接
に表現される方向をとる時、和歌の内容としては王政復古、忠君愛国、埠皇攘夷等々の観念形態となってあらはれる」傾向があることを指摘されている。「維新勤皇志士歌研究」「維新志士
勤王詩歌評釈」（立命館出版部、昭和一三年五月）・「近代短
歌史（明治篇）
J
(白楊社、昭和一―10年六月）。
(17)「詠史」と題する長歌三首（「蛾園集」一五四
ー一五七）も後醍
闘天品を詠んでい ものと思われるが、今は可能性の指摘だけに留めておく。
(18)山本嘉将氏が「門下も、従来はあ
まり長歌に関心を示さ
なかっ
たが、諸平
がこの熱意にもえてゐた頃に指導を受けた者は、長
歌にも熱心であった」
とし、「家集「護園集」に多くの長歌を
のこした伯者の門脇瓜綾
J
をその節頭に挙げている。「近世和
歌史論」（文教図笹出版、昭和三三年―一月。修正復刻版パルトス社、平成四年一0月。引用は後者による）第四章「諸平の歌風」第四節「長歌」参照。
(19)高野奈未氏「賀茂真淵の研究
J
(ll!:簡舎、平成二八年二月）第
一章第二節「真淵の長歌復典」参照
（わたなペ
けん
米子工業高等専門学校准教授）
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